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五
井
昌
久
に
お
け
る
「
霊
界
」
思
想
の
形
成

　
　

吉
田
尚
文

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
戦
後
の
新
宗
教
教
団
・
白
光
真
宏
会（

（
（

の
教
祖
・
五
井
昌
久

（
一
九
一
六
―
一
九
八
〇
）
の
有
す
る
「
霊
界
」
思
想
の
形
成
過
程
―
―

特
に
、
五
井
が
さ
ま
ざ
ま
な
教
団
を
遍
歴
す
る
な
か
で
、
ど
の
教
団
の
ど

の
よ
う
な
教
理
を
い
つ
の
時
点
で
取
り
入
れ
た
の
か
―
―
を
考
察
し
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

五
井
は
、
終
戦
前
後
か
ら
同
教
団
の
前
身
・
五
井
先
生
讃
仰
会
が
結
成

さ
れ
た
一
九
五
一
年
ま
で
に
、
複
数
の
教
団
に
入
信
し
、
そ
こ
に
お
い
て

精
神
的
指
導
者
や
心
霊
関
係
の
著
作
を
と
お
し
て
、「
霊
界
」
に
か
ん
す

る
知
識
に
触
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
の
特
徴
を
明
示
し
た
う
え

で
、
ど
の
教
団
あ
る
い
は
人
物
、
著
作
か
ら
、
と
り
わ
け
心
霊
知
識
を
摂

取
し
、
み
ず
か
ら
の
「
霊
界
」
思
想
に
反
映
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。

　

五
井
の
「
霊
界
」
思
想
は
、
①
「
霊
界
」
の
構
造
と
性
質
、
②
「
守
護

霊
、
守
護
神
」
思
想
に
焦
点
を
あ
て
、
各
教
団
と
の
比
較
分
析
を
お
こ
な

う
。
比
較
す
る
の
は
、
五
井
が
信
仰
遍
歴
し
た
教
団
等
で
、
具
体
的
に
は
、

お
お
む
ね
接
触
し
た
順
に
、
世
界
救
世
教
、
生
長
の
家
、
日
本
心
霊
科
学
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協
会
（
心
霊
科
学
研
究
会
）、
千
鳥
会
で
あ
る
。
特
に
、
上
記
教
団
・
団

体
の
教
祖
も
し
く
は
精
神
的
指
導
者
（
幹
部
）
の
心
霊
知
識
に
か
ん
す
る

教
説
と
五
井
の
そ
れ
と
を
入
念
に
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

関
連
の
先
行
研
究（

（
（

を
閲
覧
す
る
と
き
、
様
々
な
新
宗
教
教
団
の
「
霊
界
」

思
想
に
か
ん
し
て
概
括
的
に
論
じ
て
い
る
の
は
、『
新
宗
教
事
典
』
に
お

け
る
〈
対
馬
路
人
「
世
界
観
と
救
済
観
」〉
の
項
だ
ろ
う
。
他
の
論
文
・

研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
出
口
王
仁
三
郎
の
『
霊
界
物
語
』
の
著
述
内
容
を
詳

細
に
分
析
し
た
窪
田
［
二
〇
一
五
］
が
あ
る
が
、
大
本
か
ら
派
生
し
た
教

団
群
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
を
含
む
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

の
歴
史
を
概
観
し
た
渡
辺
［
二
〇
〇
七
］
は
、
同
思
想
の
キ
ー
マ
ン
で
あ

る
浅
野
和
三
郎
（
一
八
七
四
―
一
九
三
七
）、
脇
長
生
（
一
八
九
〇
―

一
九
七
八
）
の
経
歴
等
に
若
干
触
れ
て
い
る
（
浅
野
、
脇
、
両
氏
に
つ
い

て
は
、
本
稿
の
後
の
章
で
詳
述
―
筆
者
註
）。
津
城
［
二
〇
〇
七
］
は
西

洋
の
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る「
死
後
存
続
説
」を
論
じ
た
。

田
中
［
一
九
六
五
］
に
は
、「
幽
界
」
と
「
顕
界
」
と
の
関
係
性
（「
幽
界

と
顕
界
と
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
」「
両
界
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
が
厚

さ
が
無
い
か
ら
同
じ
所
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
」
等
）
や
神
道
家
・
本
田

親
徳
（
一
八
二
二
―
一
八
八
九
）
が
説
い
た
一
八
一
階
級
の
「
神
界
」
説

な
ど
、
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
通
ず
る
思
想
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
菅
野
［
二
〇
一
一
］
は
、
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
―
一
八
四
三
）
の

著
『
霊
能
真
柱
』
に
お
け
る
「
幽
冥
論
」
と
し
て
、
死
後
霊
魂
は
「
顕
国
」

と
同
国
土
に
あ
る
「
幽
冥
」
へ
お
も
む
き
、
墓
上
に
と
ど
ま
っ
て
子
孫
を

見
守
る
、
と
の
世
界
観
に
つ
い
て
述
べ
、
神
道
の
立
場
に
よ
る
一
つ
の
霊

魂
観
を
し
め
し
た
。

　

す
で
に
対
馬
が
前
掲
『
新
宗
教
事
典
』
で
「
霊
界
思
想
を
強
調
す
る
教

団
」
と
し
て
、
霊
友
会
、
大
本
と
そ
の
分
派
教
団
、
他
に
真
如
苑
、
解
脱

会
、
天
照
皇
大
神
宮
教
、
世
界
真
光
文
明
教
団
（
系
）、
阿
含
宗
、
Ｇ
Ｌ

Ａ
な
ど
［
二
三
一
頁
参
照
］
と
教
団
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
大
本
が

説
く
「
霊
界
」
の
世
界
観
（『
霊
界
物
語
』
の
内
容
）、
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
ズ
ム
の
歴
史
、
平
田
篤
胤
や
本
田
親
徳
の
霊
魂
観
は
す
で
に
先
行
研

究
で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
大
本
か
ら
分
派

し
た
教
団
群
の
「
霊
界
」
思
想
の
比
較
検
討
、
分
析
の
点
に
お
い
て
は
ま

だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、
白
光
真
宏
会
は
、
大

本
の
分
派
教
団
・
生
長
の
家
か
ら
派
生
し
た
。
そ
し
て
白
光
真
宏
会
の
教

祖
・
五
井
は
大
本
か
ら
派
生
し
た
教
団
群
の
う
ち
複
数
と
接
触
を
も
っ
た

が
ゆ
え
に
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
の
な
か
に
、
接
触
し
た
教
団
か
ら
の

影
響
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
。本
稿
で
は
、影
響
関
係
を
検
討
す
る
際
、

接
触
し
た
教
団
（
あ
る
い
は
著
作
）
に
注
目
し
た
い
。
神
道
系
新
宗
教
の

う
ち
白
光
真
宏
会
の
「
霊
界
」
思
想
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
面
が

多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
本
に
つ
な
が
り
を
も
つ
教
団
か
ら
影
響
を
う
け
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た
白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
の
「
霊
界
」
思
想
と
そ
の
形
成
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。
本
稿
の
延
長
線
上
に
は
、
さ
ら
に

前
の
時
代
の
親
徳
、
篤
胤
ま
で
も
ふ
く
む
、
か
な
り
の
広
が
り
を
も
っ
た

「
霊
界
」
思
想
の
〝
水
脈
〟
に
い
た
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
時
代
を
近
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
し
な

い
が
、
本
研
究
の
重
要
性
と
し
て
、
こ
れ
は
白
光
真
宏
会
一
教
団
の
思
想

研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
近
世
以
降
の
神
道
系
の
霊
魂
観
と

の
関
連
を
み
て
い
く
な
ら
ば
、
さ
ら
に
研
究
の
拡
が
り
が
予
想
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
論
文
で
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
白
光
真
宏
会
の
五
井
昌
久

が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
そ
の
「
霊
界
」
に
か
ん
す
る
思
想
を

形
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
五
井
の
「
霊
界
」
思
想

の
形
成
過
程
を
文
献
で
示
し
な
が
ら
検
討
し
、
教
祖
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
言
説
に
つ
い
て
次
章
よ
り
順
次
解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一
、
白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
の
「
霊
界
」
思
想

（
※
以
下
、引
用
文
中
の
旧
字
は
、お
お
む
ね
新
字
に
筆
者
が
置
き
換
え
た
。

尚
、
文
中
〔　

〕
内
の
語
句
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。）

㈠　

思
想
的
経
緯

　

五
井
の
自
叙
伝
『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者（

（
（

』
に
よ
れ
ば
、
五
井
は

一
九
四
〇
年
九
月
に
日
立
製
作
所
亀
有
工
場
に
入
社
し
［
五
頁
参
照
］、

彼
は
当
時
の
神
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

日
立
に
入
っ
た
頃
の
私
の
神
観
は
、
神
と
言
う
者
は
自
然
や
人
間
を

創
造
し
た
だ
け
で
、（
略
）
神
が
外
か
ら
人
間
を
助
け
て
呉
れ
る
と

言
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
死
後
の
霊
魂
の

存
在
等
は
頭
か
ら
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。
従
っ
て
神
を
想
う
場
合

は
、（
略
）
外
か
ら
救
っ
て
貰
お
う
と
も
、
貰
え
る
と
も
思
わ
な
か
っ

た
。［
一
二
頁
］

　

こ
の
よ
う
に
、
五
井
の
二
三
、二
四
歳
当
時
は
、
創
造
の
「
神
」
を
認

め
つ
つ
も
、自
力
が
基
本
で
あ
り
、「
神
」が
他
力
的
に
助
け
て
く
れ
た
り
、

死
後
に
「
霊
魂
」
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
念
頭
に
な
か
っ
た
。
ま

た
、日
立
の
社
員
時
代
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の
頃
の
五
井
の
考
え
方
は
、

そ
の
述
懐
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
　

�

十
代
の
終
り
頃
か
ら
二
十
代
の
初
期
に
、
私
は
霊
媒
の
女
性
に
二
三

人
〔
二
、
三
人
〕
出
会
っ
て
い
た
が
、
霊
能
と
か
、
死
後
の
霊
魂
の
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存
在
な
ぞ
は
、
ま
る
で
問
題
に
せ
ず
、（
略
）
私
の
心
が
絶
対
者
と

し
て
の
神
の
み
を
形
な
き
存
在
と
し
て
信
じ
、
形
な
き
生
物
な
ど
あ

る
わ
け
が
な
い
と
堅
く
思
い
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。（
略
）
死
後

の
個
性
の
存
続
と
言
う
風
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
事
は
出
来
な
か
っ

た
。
死
が
終
結
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
日
常
悔
い
の
な
い
善
い
生
き
方
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。（
略
）［
一
五
頁
］

　

戦
前
の
五
井
は
、
無
形
の
絶
対
者
と
し
て
の
神
を
信
じ
る
気
持
ち
は

あ
っ
た
が
、「
死
後
の
霊
魂
」
や
「
死
後
の
個
性
の
存
続
」
に
つ
い
て
は

考
え
の
外
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
が
、
戦
後
、
い
く
つ

か
の
教
団
を
経
て
い
っ
た
結
果
、
明
確
に
「
霊
界
」
思
想
を
打
ち
出
す
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。

㈡　

五
井
の
「
霊
界
」
思
想

　

そ
の
特
徴
を
論
じ
る
う
え
で
、
五
井
が
繰
り
返
し
述
べ
る
言
説
を
も
と

に
筆
者
は
、
論
点
を
二
つ
設
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
論
点
①
：「
霊
界
」

の
構
造
と
性
質
、
論
点
②
：「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
、
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
論
点
を
筆
者
が
立
て
た
理
由
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
一
般
的
な
事
実
と
し
て
、
人
（
教
祖
）
が
違
え
ば
述
べ
る
内
容

（
教
説
）
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
様
に
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想

と
他
教
団
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
き
、
教
祖
が
違
え
ば
「
霊
界
」
に
つ

い
て
述
べ
る
内
容
も
細
部
に
い
た
っ
て
は
様
々
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
各

団
体
に
お
い
て
、
こ
ま
か
く
論
点
を
抽
出
す
る
と
、
話
が
拡
散
し
思
想
の

幹
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
五
井
の
言
説
の
う
ち
「
自
然
霊
」
へ
の

言
及
な
ど
も
論
点
と
し
て
当
初
あ
げ
て
、
比
較
検
討
を
試
み
た
も
の
の
、

本
稿
で
挙
げ
た
教
団
す
べ
て
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
教
説
で

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
団
体
の
「
霊
界
」
思
想
に
お
い
て
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
幹
に
焦
点
を
あ
て
て
論
ず
る
、
と
い
う
方
針
を
筆
者
が
立
て

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
前
掲
の
二
つ
の
論
点
だ
っ
た
。

　

な
お
、「
霊
界
」
の
構
造
・
性
質
に
関
す
る
言
説
は
、
客
観
的
に
比
較

し
や
す
い
。
ま
た
、「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
は
、
五
井
の
宗
教
思
想

の
根
幹
を
し
め
る
重
要
な
項
目
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
外
せ
な
い
論
点

で
あ
っ
た
。
以
上
が
二
つ
の
論
点
を
立
て
た
理
由
で
あ
り
、「
霊
界
」
お

よ
び
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
を
強
調
す
る
白
光
真
宏
会
の
「
霊
界
」
思
想

成
立
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
す
る
う
え
で
鍵
に
な
る
と
筆
者
が
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
完
成
に
い
た
る
ま
で

の
期
間
の
う
ち
、
ど
の
時
点
で
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
著
作
か
ら
影
響
を

受
け
た
の
か
を
特
定
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
五
井
の
言
説
と
接
触
し
た

他
団
体
の
言
説
を
比
較
し
、
明
ら
か
な
一
致
が
見
ら
れ
る
な
ら
ば
「
影
響

有
り
」
と
推
し
量
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
に
と
っ
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て
重
要
な
論
点
と
の
一
致
・
不
一
致
を
見
き
わ
め
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

異
な
る
人
物
間
で
教
説
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
な
ら
ば
、〝
五
井
が
受

け
た
思
想
的
影
響
〟と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。言
説
の
一
致
度
か
ら
、

思
想
的
影
響
の
確
か
さ
が
予
測
で
き
る
。
こ
こ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
五

井
の
「
霊
界
」
思
想
の
形
成
過
程
が
解
明
で
き
る
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
二
つ
の
論
点
に
つ
き
、
五
井
の
言
説
を
確
認
し
よ
う
。
尚
、
引

用
文
の
掲
示
は
、
割
愛
す
る
。

　

は
じ
め
に
、「
論
点
①
」
に
か
ん
し
て
、
五
井
が
最
初
に
刊
行
し
た
書

籍
『
神
と
人
間（

4
（

』
に
お
い
て
、
五
井
は
、「
霊
界
・
幽
界
・
肉
体
界
」
と
い
っ

た
世
界
観
や
、「
波
動
」
に
よ
っ
て
出
来
た
「
霊
体
・
幽
体
・
肉
体
」
と

い
う
体
に
言
及
し
、
肉
体
の
波
動
が
も
っ
と
も
粗
い
等
と
述
べ
て
い
る

［
一
三
―
一
四
頁
参
照
］。
そ
し
て
、『
宗
教
問
答（

5
（

』
で
五
井
は
、
死
後
、

そ
の
人
の
習
慣
性
と
な
っ
て
い
る
〝
想
い
〔
想
念
〕〟
に
し
た
が
っ
て
「
幽

界
、
霊
界
、
神
界
」
と
い
っ
た
世
界
で
生
活
す
る
、
同
種
類
の
〝
想
念
〟

の
人
が
集
ま
る
、
と
「
死
後
の
生
活
」
に
つ
い
て
語
っ
た
［
四
五
―
四
六

頁
参
照
］。

　

さ
ら
に
、
前
出
『
宗
教
問
答
』
の
続
編
で
あ
る
『
続
宗
教
問
答（

6
（

』
に
お

い
て
五
井
は
、「
幽
界
」
下
部
は
「
肉
体
界
」
と
同
じ
よ
う
な
〝
想
念
の

世
界
〟
で
あ
り
、
例
え
ば
怒
る
と
た
ち
ま
ち
火
炎
が
立
ち
昇
る
よ
う
に
、

い
わ
ば
、「
想
念
」
に
よ
っ
て
世
界
が
つ
く
ら
れ
、「
想
念
」
が
そ
の
ま
ま

形
と
現
れ
る
、
と
述
べ
た
［
一
七
九
頁
参
照
］。

　

ま
た
、
同
会
の
初
期
に
あ
た
る
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け

て
の
講
話
を
収
め
た
『
五
井
昌
久
講
話
集（

7
（

』
の
第
二
巻
『
素
直
な
心
』
で

五
井
は
、
人
間
と
は
あ
た
か
も
重
ね
着
し
て
い
る
よ
う
に
「
肉
体
・
幽
体
・

霊
体
・
本
体
」
が
重
な
り
合
っ
た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
（
人
間
）
は
「
肉

体
界
・
幽
界
・
霊
界
・
神
界
」
の
い
ず
れ
の
世
界
に
も
存
在
し
得
る
の
だ

と
い
う
［
四
三
―
四
四
頁
参
照
］。
そ
し
て
、
前
掲
『
続
宗
教
問
答
』
で
は
、

「
死
後
、
個
性
が
存
続
す
る
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
、
五
井
は
、
人
間
の

個
性
は
死
後
も
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
［
一
七
七
―
一
七
八
頁

参
照
］。
死
ん
で
の
ち
、
長
期
の
年
月
を
経
て
も
各
人
〔
霊
魂
〕
の
個
性

は
消
滅
し
な
い
、
と
い
う
の
が
五
井
の
主
張
で
あ
る
。

　

次
に
、「
論
点
②
」
に
か
ん
し
て
、
五
井
は
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
の

存
在
を
セ
ッ
ト
で
強
調
す
る
。
自
身
が
提
唱
し
、
広
く
唱
え
る
こ
と
を
す

す
め
た
『
世
界
平
和
の
祈
り（

8
（

』
に
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
の
文
言
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
位
置
付
け
の
重
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
五
井

は
主
著
『
神
と
人
間
』
に
お
い
て
、「
守
護
霊
、
守
護
神
」
に
言
及
し
た
。

通
常
、
彼
は
「
守
護
霊
」
と
言
う
が
、
本
書
で
は
詳
細
に
「
正
・
副
守
護

霊
」
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。「
正
守
護
霊
」
は
一
人
の
人
間

に
専
属
で
主
運
を
指
導
し
、「
副
守
護
霊
」
は
お
お
む
ね
仕
事
に
つ
い
て

指
導
す
る
、
と
「
正
・
副
守
護
霊
」
の
分
担
領
域
を
記
し
た
。
そ
し
て
、
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こ
れ
ら
「
守
護
霊
」
の
上
に
あ
っ
て
力
を
添
え
て
い
る
存
在
が
「
守
護
神
」

で
あ
る
と
し
た
［
二
一
頁
参
照
］。

　

さ
ら
に
、『
五
井
昌
久
全
集
１　

講
演
編（

9
（

』
の
中
に
収
録
さ
れ
た

一
九
七
〇
年
一
〇
月
一
四
日
の
講
演
で
五
井
は
、「
正
守
護
霊
」（
一
人
）

は
運
命
を
司
り
、「
副
守
護
霊
」（
最
低
二
人
）
は
職
業
・
天
分
・
生
き
る

方
法
を
教
え
て
く
れ
る
、「
守
護
神
」
は
「
神
界
」
に
属
し
「
守
護
霊
」

は
「
霊
界
」
に
属
す
、
と
述
べ
て
い
る
［
三
二
四
頁
参
照
］。

　

ま
た
、
前
掲
『
五
井
昌
久
講
話
集
』
の
第
三
巻
『
光
明
の
生
活
者
』
に

お
い
て
、
五
井
は
、「
守
護
霊
」
と
は
祖
先
で
あ
り
〝
魂
の
親
〟、
そ
の
上

に
い
る
「
守
護
神
」
は
〝
魂
の
親
の
親
〟、
と
語
っ
た
［
一
一
〇
―

一
一
一
頁
参
照
］。
五
井
は
一
九
四
九
年
六
月
、〝
神し
ん

我が

一い
っ

体た
い

〟
を
経
験
し

て
覚
者
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
、
信
奉
者
た
ち
に
た
い
し
、
自
身
の
体
験
と

し
て
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
の
存
在
を
語
っ
て
い
る
。
前
掲
『
素
直
な
心
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
一
九
五
七
年
八
月
一
一
日
の
講
話
で
五
井
は
、
じ

ぶ
ん
た
ち
の
宗
教
を
「
守
護
神
宗
教
」
と
言
っ
た
。
五
井
は
、「
守
護
神
」

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
、「
守
護
神
、
守
護
霊
、
分
霊
〔
人
間
〕」
が
〝
三
位

一
体
〟
と
な
っ
て
「
地
上
天
国
」
を
創
る
の
だ
、
と
説
い
た
［
八
二
―

八
三
頁
、
八
九
頁
参
照
］。

　

さ
て
、こ
こ
で
、こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
の
小
括
を
し
て
お
き
た
い
。

五
井
は
、
論
点
①
「
霊
界
の
構
造
と
性
質
」
に
お
い
て
、「
神
界
、
霊
界
、

幽
界
、
肉
体
界
」
の
四
つ
の
界
と
「
本
体
、
霊
体
、
幽
体
、
肉
体
」
の
四

つ
の
媒
体
に
つ
い
て
述
べ
、そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
、

と
し
た
。
五
井
の
い
う
「
直
霊
」
は
「
本
体
」
と
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、

人
間
＝
〝
神
の
子
〔「
神
性
」
を
宿
す
存
在
〕〟
と
五
井
が
説
く
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
ま
た
、
四
媒
体
を
た
と
え
て
、
も
っ
と
も
中
心
に
「
本
体
」、
順

次
「
霊
体
」、「
幽
体
」、「
肉
体
」
と
い
う
上
着
を
つ
け
て
い
る
状
態
で
あ

り
、
死
と
は
も
っ
と
も
外
の
〝
波
動
〟
の
粗
い
「
肉
体
」
を
脱
ぎ
す
て
る

こ
と
だ
と
五
井
は
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
死
後
の
世
界
は
「
想
念
の
世
界
」

と
述
べ
、〝
想
念
〟
の
善
し
悪
し
が
死
後
に
住
む
世
界
の
環
境
を
分
け
る

と
い
う
。
さ
ら
に
五
井
は
、
死
後
も
媒
体
は
個
性
を
失
う
こ
と
は
な
い
、

四
つ
の
媒
体
・
四
つ
の
界
は
重
な
り
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
、と
説
い
た
。

　

五
井
は
、
論
点
②
「
守
護
霊
、
守
護
神
思
想
」
に
お
い
て
、〝
霊
位
〟

が
「
霊
界
」
に
位
置
す
る
「
守
護
霊
」、〝
霊
位
〟
が
「
神
界
」
に
位
置
す

る
「
守
護
神
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
正
守
護
霊
」
は
一
体
で
祖
先
の
悟
っ

た
霊
で
あ
り
主
運
を
指
導
、「
副
守
護
霊
」
は
数
体
で
仕
事
関
係
の
指
導

を
し
て
い
る
と
五
井
は
い
う
。
子
孫
で
あ
る
「
肉
体
人
間
」
一
人
の
た
め

に
「
守
護
霊
」
が
つ
き
、
そ
の
上
位
の
「
守
護
神
」
も
一
緒
に
な
っ
て
、

〝
愛
念
〟
を
も
っ
て
常
時
見
守
っ
て
い
る
、
と
五
井
は
説
い
て
い
た
。
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二
、
他
の
関
係
教
団
の
「
霊
界
」
思
想

　

本
章
で
は
、五
井
が
白
光
真
宏
会
を
立
教
す
る
ま
で
に
接
し
た
教
団（
人

物
／
書
物
）
を
と
り
あ
げ
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
の
あ
る
教
説
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
。
こ
の
目
的
の

も
と
、
五
井
が
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
各
団
体
の
著
作
を
中
心
に
、
そ
の
「
霊

界
」
思
想
の
内
容
を
見
て
い
く
。
こ
れ
は
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
を
ふ

ま
え
て
、
そ
れ
と
の
比
較
・
検
討
を
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。

㈠　

世
界
救
世
教

　

ま
ず
は
、
五
井
が
最
初
に
入
信
し
た
世
界
救
世
教
の
教
祖
・
岡
田
茂
吉

（
一
八
八
二
―
一
九
五
五
）
の
著
作
に
お
け
る
「
霊
界
」
思
想
か
ら
み
て

い
こ
う
。

　

は
じ
め
に
、「
論
点
①
」
に
つ
い
て
、『
明
日
の
医
術（
（1
（

』
の
第
三
篇
に
よ

れ
ば
、
岡
田
は
、
死
後
、
大
多
数
は
ま
ず
「
八や

衢ち
ま
た」

へ
向
か
い
、「
霊
界
」

の
構
成
は
「
天
国
・
八
衢
・
地
獄
」
各
三
段
ず
つ
（
合
わ
せ
て
九
段
）
に

分
け
ら
れ
る
と
い
う［
九
九
―
一
〇
〇
頁
参
照
］。そ
し
て
、天
国
に
は「
第

一
天
国
、
第
二
天
国
、
第
三
天
国
」
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
天
国
に
異
な
る

主
宰
神
が
い
る
、
ま
た
神
界
と
仏
界
に
分
け
ら
れ
仏
界
よ
り
神
界
の
ほ
う

が
一
段
上
位
で
あ
る
、
と
述
べ
た
［
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
参
照
］。
な
お
、

岡
田
の
「
霊
界
」
区
分
法
お
よ
び
各
界
の
呼
称
、
神
界
と
仏
界
と
の
区
別

な
ど
、
五
井
の
言
説
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

岡
田
は
、さ
ら
に
詳
細
に
、「
霊
界
」の
階
層
が
合
計
一
八
〇
段〔
一
八
一

段
と
も（
（（
（

〕
と
具
体
的
な
数
を
示
し
、
そ
れ
を
「
霊
層
界
」
と
名
付
け
た
。

そ
し
て
「
天
国
」
に
は
、〝
病
貧
争
〟
の
対
語
で
あ
る
〝
健
富
和
〟
が
流

通
し
て
い
る
と
い
う
［『
明
日
の
医
術
』
第
三
篇
、
二
一
〇
―
二
一
五
頁

参
照
］。

　
「
霊
界
」
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
明
日
の
医
術
』・『
天
国
の
礎�

宗
教
下（
（1
（

』に
よ
る
と
、「
霊
界
」と
は
意
志
想
念
の
世
界
で
あ
り
、意
志〔
想

う
こ
と
〕に
よ
っ
て
望
む
所
に
移
動
で
き
る
と
岡
田
は
述
べ
、さ
ら
に「
霊
」

は
伸
縮
自
在
、
想
念
通
り
の
面
貌
に
な
る
、
と
い
っ
た
特
徴
を
あ
げ
て
い

る［『
明
日
の
医
術
』第
三
篇
、九
五
―
九
七
頁
、『
天
国
の
礎　

宗
教
下
』、

二
六
九
頁
参
照
］。

　

次
に
、「
論
点
②
」
に
か
ん
し
て
、
岡
田
は
、「
本
守
護
神
、
正
守
護
神
、

副
守
護
神
」
と
い
い
、「
本
守
護
神
」
と
は
神
か
ら
受
命
さ
れ
た
「
霊
魂
」、

「
正
守
護
神
」
は
祖
先
の
「
霊
」
で
人
間
を
常
に
守
護
し
て
い
る
も
の
、「
副

守
護
神
」
は
「
動
物
霊
」
が
憑
依
し
た
も
の
、
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、

「
本
守
護
神
」
は
絶
対
善
性
・
良
心
で
あ
り
、「
副
守
護
神
」
は
絶
対
悪
・

邪
念
で
あ
る
と
述
べ
た
［『
明
日
の
医
術
』
第
三
篇
、
一
五
九
―
一
六
二
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頁
参
照
］。

　

五
井
は
終
戦
後
ま
も
な
く
の
頃
か
ら
岡
田
の
弟
子
の
と
こ
ろ
へ
通
い
、

前
記
『
明
日
の
医
術
』
以
外
の
岡
田
の
著
作
も
読
ん
だ
が
、
岡
田
の
「
霊

界
の
話
」
に
は
共
鳴
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
田
の
弟
子
か
ら

二
〇
〇
頁
く
ら
い
の
「
霊
」
に
か
ん
す
る
本
を
渡
さ
れ
て
読
ん
だ
五
井
の

感
想
は
、「（
略
）
何
か
低
俗
な
創
作
を
読
ん
だ
後
の
よ
う
に
、
後
め
た
い

よ
う
な
、
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
、
何
ん
と
も
ま
と
も
で
な
い
非
芸
術
的

な
気
持
が
し
て
、（
略
）」［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
二
六
頁
］
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
岡
田
の
「
霊
界
」
思
想
は
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
の
形

成
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

㈡　

生
長
の
家

　

次
に
、
五
井
が
熱
心
に
信
奉
し
た
生
長
の
家
の
教
祖
・
谷
口
雅
春

（
一
八
九
三
―
一
九
八
五
）
の
「
霊
界
」
思
想
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
「
論
点
①
」
に
つ
い
て
は
、『
霊
供
養
入
門（
（1
（

』
に
、
そ
の
考
え
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
谷
口
晩
年
の
見
解
と
い
う
よ
り
は
、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
浅
野
和
三
郎
と
と
も
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ズ
ム
の
研
究
に
か
か
わ
っ
て
い
た
経
緯
を
考
慮
す
る
な
ら（
（1
（

、
当
初
か
ら
浅

野
が
唱
え
た
よ
う
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
や
霊
智
学
の
思
想
を
共
有
し

て
い
た
と
い
え
る
。
谷
口
は
「
本
体
、
霊
体
、
幽
体
、
エ
ー
テ
ル
体
、
肉

体
」
の
五
つ
の
体
が
あ
る
と
い
い
、
五
井
が
述
べ
た
四
媒
体
に
「
エ
ー
テ

ル
体
」
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
振
動
数
の
差
異
で
各
々
の
体
を
分
け
て
い

る
［
二
五
六
―
二
五
九
頁
参
照
］。

　

さ
ら
に
、
谷
口
の
『
人
生
を
支
配
す
る
先
祖
供
養（
（1
（

』
で
は
、
谷
口
は
、

「
幽
界
、
霊
界
」
に
言
及
し
、
そ
れ
ら
の
界
の
上
位
に
「
実じ
っ

相そ
う

」
の
世
界

が
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
谷
口
の
場
合
、
洋
書
を
ふ
く
む
「
色
々
の
霊

界
通
信
」「
心
霊
学
」
を
根
拠
と
し
て
発
言
し
て
い
る
［
一
四
一
―

一
四
二
頁
参
照
］。

　

つ
づ
い
て
「
論
点
②
」
に
か
ん
し
て
、
谷
口
は
、
地
上
の
肉
体
人
間
の

一
生
涯
を
護
る
存
在
は
祖
先
の
霊
魂
で
、「
正
守
護
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
仕
事
に
よ
り
協
働
す
る
た
め
に
来
る
の
が
「
副
守
護
神
（
副
守
護

霊
）」
だ
と
い
っ
て
い
る
［『
霊
供
養
入
門
』、
二
六
三
―
二
六
四
頁
参
照
］。

し
か
し
、谷
口
の
場
合
は
、五
井
の
説
明
と
は
異
な
り
、「
守
護
神
」も「
守

護
霊
」
も
同
列
に
述
べ
て
よ
い
、
と
言
っ
て
い
る
［『
人
生
を
支
配
す
る

先
祖
供
養
』、
一
四
八
頁
参
照
］。

㈢　

日
本
心
霊
科
学
協
会
、
心
霊
科
学
研
究
会

　

次
に
、
戦
後
ま
も
な
く
五
井
が
生
長
の
家
と
重
複
し
て
所
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
日
本
心
霊
科
学
協
会
に
関
連
し
、
浅
野
の
思
想
を
受
け
継
い
だ

脇
長
生
と
五
井
と
の
接
点
に
つ
い
て
、
み
て
み
よ
う
。
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同
会
で
機
関
誌
の
編
集
を
し
て
い
た
脇
長
生
は
、
講
話
テ
ー
プ（
（1
（

の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
当
日
、
こ
の
講
話
会
に
同
席
し
て
い
た
人
に

よ
っ
て
、
講
話
日
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

�（
略
）千
葉
県
あ
た
り
の
、ど
っ
か〔
市
川
市
〕に
あ
る
新
興
宗
教〔
白

光
真
宏
会
〕
を
よ
く
言
う
。
な
ん
か
、
五
と
か
、
六
と
か
言
う
、
数

字
が
出
て
お
る
〔
五
井
の
こ
と
〕。
あ
の
教
祖
〔
五
井
昌
久
〕
は
、

う
ち
〔
心
霊
科
学
研
究
会
〕
の
会
員
で
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
。
私
〔
脇

長
生
〕
に
ど
れ
く
ら
い
質
問
し
た
か
。
あ
り
ゃ
あ
〔
五
井
は
〕、
要

す
る
に
、
大
本
教
の
事
に
興
味
を
持
ち
つ
つ
、
と
う
と
う
、「
生
長

の
家
」
に
も
入
っ
た
。
だ
か
ら
、
う
ち
〔
心
霊
科
学
研
究
会
〕
の
本

で
、
随
分
、
心
霊
科
学
的
な
知
識
は
持
っ
て
る
。（
略
）［
脇
の
講
話

テ
ー
プ
、
一
九
七
五
年
一
一
月
三
〇
日
］

　

こ
の
発
言
か
ら
、
五
井
が
脇
と
接
触
し
色
々
な
質
問
を
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
、
心
霊
科
学
研
究
会
刊
行
の
本
を
五
井
が
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
、
一
九
七
二
年
以
降
の
脇
の
講
話
テ
ー
プ
で
、
五
井
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　
　

�

死
ん
だ
ら
（
略
）
死
ん
だ
時
の
心
持
ち
か
ら
段
々
、
段
々
、
向
上
し

て
幽
界
か
ら
霊
界
、
霊
界
か
ら
神
界
に
行
く
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
を
考

え
て
ほ
し
い
。（
略
）
何
か
千
葉
県
に
あ
れ
何
か
、
五
み
〔
五
井
〕

か
な
あ
、
何
か
、
五
か
六
か
知
ら
な
い
が
、
そ
う
い
う
数
字
が
つ
い

て
る
方
が
あ
る
。
あ
し
こ
〔
白
光
真
宏
会
〕
で
は
、
や
っ
ぱ
り
霊
界

通
信
、
霊
界
通
信
っ
て
言
っ
て
る
。（
略
）
で
、
い
い
事
を
言
っ
て

る
と
思
っ
て
調
べ
て
み
た
ら
、
我
々
〔
心
霊
科
学
研
究
会
〕
が
霊
界

通
信
だ
と
言
っ
て
翻
訳
し
た
り
、
言
っ
た
り
し
て
る
も
の
を
う
ま
ー

く
抜
き
書
き
し
て
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
事
ば
っ
か
り
や
っ
て
る
で
す

よ
。（
略
）［
脇
の
講
話
テ
ー
プ
、
一
九
七
二
年
以
降
］

　

脇
の
言
い
分
で
は
、
五
井
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
心
霊
科
学
研
究
会
で

言
っ
て
い
る
こ
と
の
抜
き
書
き
だ
と
批
判
的
に
語
っ
て
い
る
。
で
は
、
実

際
、
互
い
の
言
説
は
〝
抜
き
書
き
〟
と
述
べ
る
ほ
ど
全
く
同
じ
な
の
か
、

順
次
み
て
い
き
た
い
。

　

自
叙
伝
に
よ
る
と
、五
井
は「
心
霊
科
学
協
会〔
日
本
心
霊
科
学
協
会
〕」

が
開
催
す
る
「
物
理
現
象
実
験
会
〔
物
理
現
象
を
お
こ
す
と
さ
れ
る
「
霊

媒
」
に
よ
る
実
験
会
〕」
に
出
席
し
て
い
た
と
い
う
［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ

者
』、
八
九
頁
参
照
］。
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
同
会
の
機

関
誌
に
目
を
通
す
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
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日
本
心
霊
科
学
協
会
で
は
、
一
九
四
七
年
二
月
よ
り
機
関
誌
『
心
霊
研

究
』
を
刊
行
し
、
編
集
を
担
当
し
て
い
た
の
が
脇
だ
っ
た（

（1
（

。
な
お
、
本
節

に
お
い
て
も
引
用
文
の
掲
示
は
一
部
、
割
愛
す
る
。

　

脇
は
、「
論
点
①
」に
か
ん
し
て
、英
国
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
、ア
ー

サ
ー
・
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
（
一
八
八
三
―
一
九
六
四
）
の
言
説
を
参
照
し
、

「
霊
界
」
は
振
動
の
世
界
で
あ
り
、「
霊
界
」
の
環
境
は
善
と
悪
の
心
次
第

で
定
ま
る
、
と
い
っ
た
説
明
を
記
し
て
い
る
［『
心
霊
研
究
』
一
九
四
七

年
二
月
号
、
一
二
頁
参
照
］。
ま
た
、
脇
は
一
九
六
七
年
二
月
、
新
宿
駅

ビ
ル
で
「
質
疑
応
答
の
会
」
を
催
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
記
録
が
『
心
霊

と
人
生
』
誌（
（1
（

の
付
録
小
冊
子（
（1
（

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
私
た
ち
は
「
地
上

界
」「
幽
界
」「
霊
界
」「
神
界
」
と
順
に
向
上
し
て
い
く
い
っ
ぽ
う
で
、

こ
れ
ら
各
界
は
同
時
存
在
的
に
あ
る
の
だ
と
述
べ
た
［
小
冊
子
『
霊
魂
の

働
き
の
正
し
い
解
明
』、
三
八
頁
、
七
五
頁
参
照
］。

　

次
に
「
論
点
②
」
に
か
ん
し
て
脇
は
、「
守
護
霊
」
と
は
そ
の
人
の
祖

先
霊
の
一
人
で
あ
り
、「
支
配
霊
」
と
は
「
守
護
霊
」
の
統
制
下
、
特
殊

の
任
務
を
担
当
し
て
「
守
護
霊
」
を
助
け
る
存
在
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

［『
心
霊
研
究
』
一
九
四
七
年
三
月
号
、
四
頁
参
照
］。
た
だ
し
、
脇
は
『
正

し
い
健
康
・
平
和
・
繁
栄
へ
の
道（
11
（

』
に
て
、「
守
護
霊
」
に
た
い
す
る
人

間
の
態
度
と
し
て
他
力
的
な
気
持
を
も
つ
の
は
間
違
い
で
あ
り
、「
守
護

霊
」頼
み
で
な
く
、ま
ず
自
力
で
努
力
す
べ
き
と
説
い
た［『
正
し
い
健
康
・

平
和
・
繁
栄
へ
の
道
』、
一
九
三
頁
、
小
冊
子
『
霊
魂
の
働
き
の
正
し
い

解
明
』、
九
〇
頁
参
照
］。

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
（「
神
霊
主
義
」）
の

〝
生
み
の
親
〟
と
い
え
る
浅
野
和
三
郎
の
考
え
方
を
見
て
お
き
た
い
。
脇

は
、
浅
野
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
自
任
し
て

い
た
の
で
、
浅
野
の
本
の
内
容
と
同
様
に
語
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
脇
が

依
拠
し
た
浅
野
の
『
神
霊
主
義（
1（
（

』
を
見
る
と
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
の

論
点
①
「
霊
界
の
構
造
と
性
質
」、
論
点
②
「
守
護
霊
、
守
護
神
思
想
」

全
般
に
わ
た
り
、
お
よ
そ
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

浅
野
は
、
人
間
を
「
肉
体
、
幽
体
、
霊
体
、
本
体
」
の
四
つ
の
機
関
に

分
け
、
こ
れ
ら
四
つ
の
体
は
浸
透
的
に
互
い
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
、
と

し
た
。ま
た
、「
界
」を
分
類
し
て
、「
物
質
界
、幽
界
、霊
界
、神
界
」（「
四

大
界
」）
と
記
し
て
い
る
［『
神
霊
主
義
』、
九
―
一
〇
頁
、
一
五
頁
参
照
］。

　

さ
ら
に
、
浅
野
は
同
書
に
お
い
て
、「
近
代
心
霊
研
究
の
結
果
か
ら
帰

納
し
得
べ
き
条
項
」（
一
九
七
頁
）
と
し
て
、
一
五
の
項
目
を
書
き
つ
ら

ね
た
。
挙
げ
ら
れ
た
項
目
の
う
ち
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
と
の
関
連
か

ら
、
い
く
つ
か
の
項
を
掲
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
各
自
の
個
性
は
死
後
に
存
続
す
る

　
　
（
六
）
死
後
の
世
界
は
内
面
の
差
別
界
で
あ
る
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（
七
）
各
自
の
背
後
に
は
守
護
霊
が
あ
る

　
　

�（
八
）
守
護
霊
と
本
人
と
は
不
離
の
関
係
を
有
つ
［
一
六
六
―

一
六
七
頁
、
一
七
〇
―
一
七
三
頁
、
一
七
七
頁
参
照
］

　

同
書
に
書
か
れ
た
浅
野
の
言
説
は
、
五
井
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
、
浅
野
が
起
こ
し
た
心
霊
科
学
研
究
会
の
教
説
を
学
ん
だ
五
井

は
、
一
九
四
八
年
あ
る
い
は
一
九
四
九
年
に
、「
神
霊
現
象
の
会
」
が
行

わ
れ
る
と
い
う
発
足
し
た
ば
か
り
の
千
鳥
会
に
入
会
し
た（
11
（

。
千
鳥
会
の
発

足
（
結
成
）
月
日
に
は
諸
説
あ
る
が
一
九
四
八
年
と
い
う
こ
と
は
確
か
で

あ
る（
11
（

。
日
本
心
霊
科
学
協
会
と
千
鳥
会
は
、
同
じ
「
霊
媒
〔
萩
原
真

（
一
九
一
〇
―
一
九
八
一
）〕」
を
も
ち
い
た
「
実
験
」
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、同
様
の
会
と
受
け
止
め
る
人
た
ち
が
い
た
よ
う
で
あ
る（
11
（

。し
か
し
、

五
井
は
千
鳥
会
を
と
お
し
て
、
日
本
心
霊
科
学
協
会
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
を
手
に
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
自
叙
伝
に
よ
れ
ば
、

　
　

�（
略
）
心
霊
科
学
協
会
の
物
理
現
象
実
験
会
に
出
席
し
て
い
て
（
略
）

そ
れ
だ
け
の
実
験
で
は
何
度
見
て
も
、
霊
界
幽
界
が
あ
り
、
あ
の
世

で
人
間
は
生
き
つ
づ
け
る
、
と
云
う
認
識
を
得
る
だ
け
で
、
神
の
実

体
に
ふ
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
も
っ
と
高
度
な
神
霊
の
出
現
す
る
と

こ
ろ
を
識
り
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
。［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、

八
九
頁
］

と
述
懐
し
、
五
井
が
そ
の
後
、
千
鳥
会
入
会
に
い
た
る
動
機
を
か
い
ま
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、
五
井
の
千
鳥
会
入
会
の
動
機
に
関
連
し
、
な
ぜ
彼
は
も
っ
と

高
度
な
神
霊
に
ふ
れ
た
い
と
考
え
た
の
か
等
、
当
時
の
五
井
の
お
も
い
に

つ
い
て
自
叙
伝
を
参
考
に
し
て
、
次
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

そ
の
頃
の
五
井
は
、
日
本
心
霊
科
学
協
会
に
入
会
後
も
引
き
続
き
、
生

長
の
家
地
方
講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
五
井
は
生

長
の
家
で
は
「
予
言
能
力
、
予
知
能
力
」
と
い
っ
た
神
秘
力
が
無
い
と
感

じ
て
い
た
と
い
う
。
五
井
は
、
生
長
の
家
信
徒
の
相
談
に
た
い
す
る
指
導

に
お
い
て
言
葉
で
長
々
と
説
教
す
る
も
の
の
信
徒
は
満
足
し
得
な
い
た
め

に
、
ど
こ
か
の
行
者
や
霊
媒
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に
行
く
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
生
長
の
家
理
論
だ
け
の
指
導
に
行
き
詰

ま
り
、
具
体
的
相
談
に
対
処
で
き
な
い
辛
さ
、
切
な
さ
を
感
じ
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
人
を
救
う
た
め
の
超
人
的
な
力
が
ほ
し
い
、
と
願
っ
た
。
そ
の

点
、
千
鳥
会
は
「
交
霊
会
」
に
お
い
て
「
神
霊
」
と
の
交
流
を
お
こ
な
う

会
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
千
鳥
会
入
会
を
と
お
し
て
五
井
は
ど
こ
か
ら
か

自
分
に
プ
ラ
ス
す
る
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る（
11
（

。
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一
般
に
、
萩
原
霊
媒
を
用
い
た
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
日
本
心
霊
科
学
協

会
の
「
実
験
会
」
に
お
い
て
出
て
く
る
「
霊
魂
」
は
、「
人
霊
」
が
主
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
た
い
し
、
千
鳥
会
の
「
交
霊
会
」
で
は
大
峰
仙
人
と
い
う
「
神

霊
」
と
さ
れ
る
存
在
が
た
び
た
び
登
場
し
、
ま
た
同
会
は
「
神
界
」
を
中

心
に
お
く
活
動
と
い
わ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ま
さ
に
五
井
の
「
神
の
実

体
」
や
「
も
っ
と
高
度
な
神
霊
」
に
ふ
れ
た
い
と
い
う
思
い
に
合
致
し
て

い
た
の
で
あ
る（
11
（

。

㈣　

千
鳥
会

　

五
井
が
入
会
し
た
千
鳥
会
は
、
前
出
の
「
霊
媒
」
萩
原
真
と
医
師
・
塩

谷
信
男（
11
（

（
一
九
〇
二
―
二
〇
〇
八
）
に
よ
っ
て
発
足
し
、
会
報（
11
（

で
は
主
に

塩
谷
が
教
理
面
の
解
説
を
行
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
、「
論
点
①
」
に
か
ん
し
て
、
塩
谷
は
、「
霊
界
」
に
は
多
く
の
階

層
が
あ
っ
て
、
悟
り
の
程
度
に
よ
っ
て
住
む
世
界
が
異
な
る
、
地
獄
に
堕

ち
た
霊
で
も
い
つ
か
は
向
上
し
て
地
獄
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
述

べ
て
い
る
［『
千
鳥
』
一
九
四
九
年
六
月
号
、
三
頁
参
照
］。
そ
し
て
塩
谷

は
、「
現
界
、
霊
界
、
神
界
」
と
い
う
階
層
の
こ
と
、「
絶
対
神
」
へ
の
帰

一
を
目
標
と
す
る
こ
と
、
を
記
し
た
［
同
誌
一
九
四
九
年
一
二
月
号
、
二

―
三
頁
参
照
］。

　

ま
た
、
萩
原
真
の
子
で
二
代
教
え
主
・
萩
原
真し
ん

明め
い

は
、『
天
命
が
見
え

る（
11
（

』
の
中
で
、
人
間
は
肉
体
、
幽
体
、
霊
体
な
ど
が
重
な
っ
て
で
き
て
い

る
、
死
後
は
修
行
を
経
て
幽
界
か
ら
霊
界
へ
と
向
上
し
て
い
く
、
と
述
べ

て
い
る
［
二
八
―
三
〇
頁
参
照
］。
そ
し
て
、
萩
原
真
明
監
修
の
『
梶
さ

ん
の
霊
界
通
信（
11
（

』
に
は
、「
梶
神
霊（
1（
（

」
か
ら
の
通
信
と
し
て
、
初
期
の
「
交

霊
会
」（
一
九
四
八
・
一
九
四
九
年
）に
お
け
る
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
上
の
階
の
「
霊
界
」
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
想

念
の
伝
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
神
界
に
近
づ
い
た
遠
い
先
祖
は
次
第
に

個
性
を
失
う
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
［
二
一
〇
―
二
一
二
頁
参
照
］。「
交

霊
会
」
に
お
け
る
「
梶
神
霊
」
の
言
葉
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
時
期
、
五

井
は
千
鳥
会
の
「
交
霊
会
」
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く（
11
（

、
こ
う
し
た

言
葉
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
の
「
論
点
②
」
は
強
調
さ
れ
、
塩
谷
は
、
ど
ん
な
人
に
も
必
ず
守
り

主ぬ
し

（
守
護
霊
）・
守
り
神が
み

（
守
護
神
）
が
つ
い
て
守
っ
て
い
る
、
守
り
主

を
助
け
る
み
魂た
ま

杖づ
え

（
副
守
護
霊
）
も
何
人
か
居
る
、
と
い
う
［『
千
鳥
』

一
九
四
九
年
六
月
号
、
四
―
五
頁
参
照
］。
ま
た
、
塩
谷
は
、
守
り
主
の

上
に
は
守
り
神
も
居
る
、
守
り
主
は
守
り
神
の
命
に
よ
っ
て
そ
の
み
魂た
ま

末す
え

〔
人
間
〕
に
天
命
を
授
け
て
い
る
、
人
間
が
天
職
〔
天
命
〕
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
守
り
神
・
守
り
主
・
自
分
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
働
か
ね
ば

な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
［
同
誌
一
九
四
九
年
九
月
号
、
一
頁
、
三
頁
、
五

―
六
頁
参
照
］。
な
お
、
同
会
で
は
「
守
り
主
」
は
「
守
護
霊
」、「
守
り
神
」
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は
「
守
護
神
」、「
み
魂
杖
」
は
「
副
守
護
霊
」
の
別
名
が
当
て
ら
れ
る
。

塩
谷
は
、
人
間
＝
「
み
魂
末
」
の
天
命
・
天
職
遂
行
の
た
め
に
、「
自
分
、

守
り
主
、
守
り
神
」
が
一
体
と
な
っ
て
働
く
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
　
　

三
、
他
教
団
の
「
霊
界
」
思
想
と
の
比
較

　

前
述
の
団
体
の
す
べ
て
に
見
ら
れ
た
論
点
①
②
に
つ
い
て
比
較
し
て
み

よ
う
。

　

世
界
救
世
教
・
岡
田
の
い
う
「
霊
界
」
構
造
は
、「
天
国
・
八
衢
・
地
獄
」

に
大
別
さ
れ
、
合
計
一
八
〇
段
（
一
八
一
段
）
の
階
層
、
と
い
う
。「
神
界
」

を
「
仏
界
」
の
上
に
位
置
付
け
、
神
道
の
神
を
天
国
の
主
宰
神
に
す
え
る

な
ど
、
五
井
の
「
霊
界
」
構
造
論
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
田

の
「
正
守
護
神
」
が
五
井
の
い
う
「
守
護
霊
」
に
近
い
だ
ろ
う
が
、
岡
田

の
「
副
守
護
神
」
は
後
天
的
に
憑
依
し
た
「
動
物
霊
」
＝
絶
対
悪
の
存
在

と
い
う
か
ら
、
五
井
の
「
副
守
護
霊
」
と
は
性
質
が
異
な
る
。

　

次
に
、
生
長
の
家
・
谷
口
の
い
う
「
霊
界
」
構
造
は
「
幽
界
、
霊
界
」

と
い
い
、「
実
相
」
の
世
界
も
説
く
。
谷
口
は
自
著
に
お
い
て
近
代
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
思
想
を
紹
介
的
に
説
明
し
、
基
本
的
に
そ
の
思
想
を

受
け
容
れ
て
い
る
が
、「
実
相
」
世
界
な
ど
、
自
ら
の
用
語
で
語
り
直
し

て
い
る
。「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
に
つ
い
て
は
、
谷
口
の
「
正
守
護
神
」

が
五
井
の
「
正
守
護
霊
」、
谷
口
の
「
副
守
護
神
」
が
五
井
の
「
副
守
護
霊
」

に
近
い
面
が
あ
る
。

　

日
本
心
霊
科
学
協
会
／
心
霊
科
学
研
究
会
・
脇
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
五
井
は
同
会
刊
行
の
本
を
〝
抜
き
書
き
〟
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
同
会
の
い
う
「
霊
界
」
構
造
で
は
、「
神
界
、
霊
界
、
幽
界
」
と
い
い
、

五
井
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
に
か
ん
し
て
、

脇
は
「
守
護
霊
、
支
配
霊
」
と
記
し
、
こ
れ
ら
は
五
井
の
「
守
護
霊
、
副

守
護
霊
」
に
相
当
す
る
。
い
っ
ぽ
う
脇
は
「
守
護
霊
」
に
他
力
的
な
気
持

ち
を
も
つ
の
は
間
違
い
と
述
べ
た
が
、
五
井
は
他
力
的
に
捉
え
た
。

　

千
鳥
会
に
お
け
る
「
霊
界
」
構
造
の
説
明
は
、
塩
谷
が
日
本
心
霊
科
学

協
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、「
神
界
、

霊
界
、
幽
界
」
と
い
う
浅
野
の
説
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
同

会
の
「
神
示
」
に
も
と
づ
き
、「
神
界
」
な
ど
上
級
の
界
に
行
く
ほ
ど
に

個
性
が
薄
く
な
っ
て
く
る
と
説
い
た
。「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
に
つ

い
て
は
、
千
鳥
会
の
「
守
り
主
、
守
り
神
」
が
五
井
の
「
守
護
霊
、
守
護

神
」
に
該
当
す
る
。
千
鳥
会
で
は
、
人
間
が
「
天
命
」
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
「
守
り
主
と
守
り
神
と
自
分
」
と
が
一
体
と
な
る
必
要
を
説
く
。

こ
れ
は
、
五
井
の
「
祈
り
」
の
言
葉
と
通
ず
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
比
較
し
て
き
た
各
団
体
の
「
霊
界
」
思
想
に
つ
い

て
、
そ
の
結
果
を
約
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
論
点
①
の
「
霊
界
構
造
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と
性
質
」
に
つ
い
て
は
、「
霊
界
」
の
呼
称
に
若
干
違
い
が
み
ら
れ
た
教

団
（
世
界
救
世
教
、
生
長
の
家
）
は
あ
っ
た
が
、
ど
の
団
体
に
お
い
て
も

「
霊
界
」
が
非
常
に
多
く
の
層
に
分
か
れ
、
亡
く
な
っ
た
人
間
の
「
霊
魂
」

は
そ
の
心
境
の
高
下
に
よ
り
「
界
」
の
所
属
が
決
ま
る
、「
霊
界
」
は
〝
想

念
〟
の
世
界
で
あ
る
、
と
の
言
説
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
五
井
の
思
想

と
共
通
す
る
。
ま
た
論
点
②
の
「
守
護
霊
、
守
護
神
思
想
」
に
つ
い
て
は
、

呼
称
は
若
干
違
う
け
れ
ど
も
（
例
：
世
界
救
世
教
・
生
長
の
家
の
「
正
守

護
神
」）、
そ
の
働
き
の
内
実
か
ら
判
断
す
る
と
、
ど
の
団
体
に
あ
っ
て
も

五
井
の
言
う
「
正
守
護
霊
」
に
相
当
す
る
存
在
を
説
い
て
い
た
。
尚
、「
守

護
霊
」
と
そ
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
守
護
神
」
が
一
体
と
な
っ
て
人

間
を
守
護
す
る
と
の
教
説
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
団
体
の
中
で
は
千
鳥
会

と
白
光
真
宏
会
に
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
井
が
千

鳥
会
か
ら
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
体
制
と
い
う
「
霊
界
」
思
想
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

各
団
体
い
ず
れ
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
思
想
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
た
め
、
共
通
の
「
心
霊
」
知
識
が
随
所
に
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
心
霊
」
知
識
の
枠
を
こ
え
た
概
念
と
し
て
、「
守
護
霊
」
の
上
の
存
在
・

「
守
護
神
」
を
、
千
鳥
会
と
白
光
真
宏
会
の
五
井
は
語
っ
た
。
こ
の
点
は
、

思
想
に
お
い
て
、
千
鳥
会
と
白
光
真
宏
会
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に
―
考
察

　

最
後
に
、
筆
者
の
考
察
を
述
べ
た
い
。
五
井
の
「
霊
界
」
構
造
と
「
守

護
霊
、
守
護
神
」
思
想
を
見
る
時
、
世
界
救
世
教
・
岡
田
か
ら
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
生
長
の
家
・
谷
口
の
場
合
、
浅
野
同
様
、

近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
書
籍
の
翻
訳
を
行
い
、
浅
野
が

発
刊
し
た
心
霊
雑
誌
『
心
霊
界
』（
一
九
二
四
年
創
刊
）
を
編
集
・
寄
稿

す
る
な
ど
し
て
い
た
の
で
、「
心
霊
」
関
係
の
知
識
が
豊
富
に
あ
っ
た（
11
（

。

浅
野
の
説
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
自
ら
の
言
葉
で
「
霊
界
」
思
想
を
語
り
、

谷
口
は
、「
霊
界
」
構
造
に
か
ん
し
て
は
浅
野
に
近
い
多
重
構
造
の
説
明

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
究
極
を
「
実
相
」
世
界
と
表
現
し
た
り
、
四し

魂こ
ん

（
荒
魂
、
和
魂
、
幸
魂
、
奇
魂
）
と
関
連
づ
け
て
説
い
た
り
し
た
。
浅
野

も
四
魂
と
各
界
の
対
応
説
を
述
べ
て
い
る
が
、
五
井
は
そ
う
し
た
説
を
取

り
込
も
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
谷
口
の
書
籍
は
海
外
の
「
心
霊
」
情
報
を

知
る
う
え
で
参
考
に
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
を
決
定

づ
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
筆
者
は
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、
生
長

の
家
に
満
足
し
き
れ
ず
生
長
の
家
地
方
講
師
で
あ
り
な
が
ら
千
鳥
会
の

「
神
霊
現
象
実
験
会
」
に
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
五
井

は
自
叙
伝
に
お
い
て
「
生
長
の
家
で
は
、
予
言
能
力
、
予
知
能
力
が
無
い
。
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（
略
）
人
を
救
う
為
に
超
人
的
力
が
欲
し
い
」［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、

八
九
―
九
〇
頁
］
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
は
体
験
的
に
「
神
霊
」
の
リ
ア

リ
テ
ィ
を
感
得
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。ま
た
、谷
口
は「
守

護
神
、
守
護
霊
」
を
同
列
に
説
い
た
の
に
対
し
、
五
井
は
上
下
に
両
者
を

分
け
た
。

　

日
本
心
霊
科
学
協
会
、
心
霊
科
学
研
究
会
の
う
ち
、
特
に
浅
野
の
著
作

に
書
か
れ
た
言
説
は
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
に
お
い
て
、
知
識
面
で
幹

と
な
っ
て
い
る
。
五
井
の
論
点
は
、
浅
野
の
本
の
中
で
お
お
よ
そ
言
い
つ

く
さ
れ
て
い
た
。「
浅
野
の
視
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ズ
ム
の
本
」
の
内
容
を
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
に
「
心
霊
知
識
」
と
し
て

と
り
入
れ
た
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
同
研
究
会
に
お
い
て
も
「
守

護
霊
」
の
説
明
は
あ
る
が
、
五
井
の
言
う
「
守
護
神
」
は
語
っ
て
い
な
い
。

ゆ
え
に
、
五
井
の
言
説
が
浅
野
本
の
〝
抜
き
書
き
〟
の
み
と
は
言
え
な
い
。

ち
な
み
に
、
の
ち
に
千
鳥
会
を
た
ち
あ
げ
る
萩
原
は
、
一
九
四
七
年
頃
、

「
霊
媒
」
と
し
て
日
本
心
霊
科
学
協
会
で
た
び
た
び
「
物
理
的
心
霊
現
象

実
験
」
を
行
い
、
そ
こ
で
脇
は
「
審さ

神に

者わ

」
の
役
を
つ
と
め
て
い
た
。
立

会
者
の
数
は
数
十
名
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る（
11
（

。
五
井
と
脇
が
出
会
っ
た

時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
の
頃
同
協
会
の
「
実
験
」
に
出
席
し
て
い
た
五
井

が
、
そ
の
場
で
脇
や
萩
原
と
面
識
を
得
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

千
鳥
会
の
「
霊
界
」
構
造
論
は
、「
心
霊
科
学
」
的
で
あ
り
、
五
井
と

似
た
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
「
死
後
個
性
」
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は

見
解
の
違
い
が
あ
っ
た
。ま
た
、「
守
護
霊
、守
護
神
」思
想
に
か
ん
し
て
、

千
鳥
会
は
「
守
り
主
、
守
り
神
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
内
容
は
「
守

護
霊
、
守
護
神
」
と
同
様
で
あ
り
、「
守
り
主
、
守
り
神
」
は
一
緒
に
な
っ

て
人
間
を
ま
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
考
え
方
は
、
五
井
の
「
守
護

霊
、
守
護
神
」
体
制
の
ま
も
り
、
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

千
鳥
会
入
会
の
の
ち
、
そ
れ
ま
で
五
井
の
な
か
に
な
か
っ
た
「
守
護
神
」

と
い
う
ピ
ー
ス
が
彼
の
〝
体
験
〟
を
経
て
、
五
井
独
得
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
た
存
在
と
な
っ
て
い
く
。
彼
の
「
霊
界
」
思
想
の
形
成
に
と
っ
て
重

要
な
点
な
の
で
、
そ
の
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
の
形
成
過
程
、
同
思

想
完
成
・
成
立
へ
の
道
筋
に
つ
き
、
以
下
、
も
う
す
こ
し
掘
り
下
げ
て
言

及
し
て
お
き
た
い
。

◆
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
完
成
へ
の
道
筋

　

五
井
の
自
叙
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
の
〝「
守
護
神
」
体
験
〟
は
、
千
鳥
会

入
会
を
契
機
に
生
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
井
は
千
鳥
会
の
「
交
霊
会
」

に
参
加
し
た
折
、
萩
原
霊
媒
を
介
し
て
「
大
峰
神
霊
」
ら
の
言
葉
に
接
し

て
い
る
。
同
「
交
霊
会
」
か
ら
帰
宅
後
、
五
井
は
み
ず
か
ら
霊
的
交
流
を

試
み
、「
霊
魂
」
の
声
が
聞
こ
え
た
り
、「
自
動
書
記
〔〝
霊
〟
の
作
用
に

よ
り
文
字
等
を
書
く
こ
と
、
と
さ
れ
る
〕」
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
そ
の
後
の
千
鳥
会
の
「
交
霊
会
」
で
五
井
は
大
峰
仙
人
か
ら
「
自
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動
書
記
を
大
い
に
や
れ
」
と
薦
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
井
は
霊
的

現
象
で
事
務
が
と
れ
な
く
な
っ
た
た
め
勤
め
て
い
た
中
央
労
働
学
園
を
退

職
、
一
九
四
九
年
春
頃
に
は
「
霊
能
的
な
予
知
力
、
予
言
力
が
出
て
来
て

い
た
」
と
五
井
は
自
ら
の
状
況
を
述
べ
た
。
そ
の
後
数
ヵ
月
の
〝
霊
修
行
〟

を
経
て
、「
神
我
一
体
」
と
い
う
神
秘
体
験
を
得
た
、
と
さ
れ
る（
11
（

。

　

五
井
は
そ
の
と
き
の
〝
体
験
〟
に
つ
い
て
、
自
叙
伝
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

�　

私
が
現
在
迄
様
々
な
宗
教
を
通
っ
て
来
て
、
最
後
に
守
護
神
の
指

導
に
よ
る
霊
的
直
接
体
験
の
後
、（
略
）
こ
れ
は
私
の
背
後
に
誕
生

以
前
よ
り
、
私
を
守
護
し
指
導
し
て
い
た
守
護
神
、
守
護
霊
が
厳
然

と
し
て
控
え
て
い
た
事
を
、す
べ
て
の
修
業
の
済
ん
だ
直
後
に
、は
っ

き
り
識
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
略
）『
神
は
愛
で
あ
る
』
と
云
う
神
は

法
則
の
神
で
は
な
く
、
守
護
神
と
し
て
の
神
で
あ
る
。
宇
宙
に
満
ち

充
ち
て
い
る
生
命
と
云
う
神
で
は
な
く
、
人
間
と
等
し
き
愛
念
を
も

つ
神
で
あ
る
。（
略
）
肉
親
的
愛
情
の
所
有
者
で
あ
る
神
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

　
　

�　

私
は
こ
う
し
た
神
を
、守
護
神
と
し
て
改
め
て
民
衆
に
発
表
し
た
。

そ
し
て
そ
の
下
に
真
実
肉
親
と
し
て
系
図
を
見
れ
ば
判
る
様
な
祖
先

を
守
護
霊
と
し
て
は
っ
き
り
認
識
さ
せ
る
様
に
教
え
て
い
る
。
今
迄

何
ん
と
な
く
漠
然
と
し
て
い
た
守
護
神
、
守
護
霊
を
、
各
自
が
、
自

分
の
も
の
と
し
て
温
い
思
い
で
つ
か
み
得
る
よ
う
に
示
し
た
の
で
あ

る
。［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
一
四
二
―
一
四
八
頁
］

　

一
九
四
九
年
六
月
、
右
の
よ
う
な
〝
体
験
〟
を
得
て
、「
守
護
霊
、
守

護
神
」
が
五
井
に
と
っ
て
リ
ア
ル
な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、「
守
護
神
」

に
つ
い
て
、〝
大
生
命
〟
や
〝
法
則
〟
と
い
っ
た
漠
た
る
存
在
で
は
な
い
、

と
五
井
が
述
べ
た
点
に
重
要
性
が
あ
る（
11
（

。
五
井
は
「
守
護
神
」
の
な
か
に

慈
愛
・
愛
念
を
み
と
め
、「
守
護
神
」
と
は
遠
い
存
在
で
な
く
身
近
に
あ
っ

て
人
間
の
苦
悩
に
手
を
さ
し
の
べ
救
済
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
、
と
し

た
。
引
用
文
に
お
け
る
五
井
の
主
張
の
背
景
に
は
、
前
述
の
数
ヵ
月
に
お

よ
ぶ
〝
霊
修
行
〟
の
過
程
で
五
井
が
身
近
に
「
守
護
神
」
か
ら
の
内
な
る

「
声
」
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
祖
先
の
悟
っ
た
霊
「
守
護
霊
」

は
、
他
教
団
で
も
説
か
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
肉
親
的
愛
情
を
も
つ
「
神
」

が
各
人
に
「
守
護
神
」
の
名
で
つ
い
て
常
時
は
た
ら
い
て
く
れ
て
い
る
、

と
述
べ
た
点
に
五
井
の
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
の
新
し
さ
が
あ
る
。

「
守
護
神
」
を
抽
象
的
で
な
い
、
困
っ
た
時
に
す
が
り
、
助
け
を
求
め
て

つ
か
ん
で
よ
い
「
愛
の
神
」
と
位
置
付
け
た
と
こ
ろ
が
、
五
井
の
「
霊
界
」

思
想
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。五
井
は
、「
守
護
霊
、

守
護
神
」
は
愛
を
も
っ
て
常
に
人
間
を
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る
と
語
り
、
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だ
か
ら
こ
そ
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
「
祈
り
」
の
な

か
で
唱
え
よ
、
と
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
道

筋
、
経
緯
を
経
て
、
五
井
の
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
思
想
は
完
成
し
た
。

◆
本
稿
の
意
義

　

あ
ら
た
め
て
、
本
稿
の
意
義
を
確
認
し
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
の
意
義
は
、
五
井
昌
久
の
「
霊
界
」
思
想
の
形
成
に
お
い
て
、
複

数
の
影
響
因
子
が
考
え
ら
れ
る
中
、テ
キ
ス
ト
の
比
較
検
討
を
と
お
し
て
、

最
も
強
い
影
響
が
あ
っ
た
も
の
を
浅
野
和
三
郎
の
著
作
と
言
明
し
た
こ
と

に
あ
る
。
特
に
、
脇
長
生
の
講
話
テ
ー
プ
で
の
話
を
重
要
な
証
言
と
し
、

五
井
と
浅
野
を
つ
な
ぐ
関
係
性
の
〝
線
〟
が
明
確
に
な
っ
た
。〝
混
淆
型
〟

の
教
団
の
場
合
、
教
理
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
に
く
い
。
そ
れ
を
白
光

真
宏
会
の
五
井
を
例
に
、
部
分
的
な
が
ら
解
明
し
た
や
り
方
は
、
他
の
教

団
教
祖
の
思
想
形
成
の
過
程
を
探
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

第
二
の
意
義
は
、
五
井
の
説
く
「
守
護
霊
、
守
護
神
」
体
制
に
お
い
て
、

特
に
〝「
守
護
神
」
＝
愛
念
を
も
っ
た
存
在
〟
と
の
五
井
独
得
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
本
稿
に
よ
っ
て
浮
き
ぼ
り
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
に
お
い
て
「
守
護
神
」
の
考
え
方
に
注
目
し
、

千
鳥
会
と
の
関
係
、
五
井
自
身
が
〝
霊
修
行
〟
を
経
て
つ
か
ん
だ
独
自
の

「
守
護
霊
、
守
護
神
」
観
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
意
義
あ

る
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　

今
後
は
、
五
井
の
「
霊
界
」
思
想
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
「
祈
り
に
よ
る

平
和
運
動
」
に
か
ん
す
る
思
想
形
成
に
つ
い
て
も
考
究
し
て
い
き
た
い
。

註（（
）�

一
九
五
五
年
に
そ
の
前
身
「
五
井
先
生
讃
仰
会
」（
一
九
五
一
年
結
成
）
を
宗
教

法
人
化
、
翌
一
九
五
六
年
に
名
称
を
「
白
光
真
宏
会
」
と
変
更
し
た
。
本
部
は
千

葉
県
市
川
市
に
あ
っ
た
が
現
在
は
静
岡
県
富
士
宮
市
に
移
転
。信
者
数
は
数
万
人
。

創
始
者
・
五
井
昌
久
の
後
継
者
は
、
現
会
長
・
西
園
寺
昌
美
（
一
九
四
一
―
）。［
井

上
順
孝
他
編
『
新
宗
教
教
団
・
人
物
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
、
二
五
八
―

二
五
九
頁
、
等
参
照
］。

（
（
）�

対
馬
路
人
「
世
界
観
と
救
済
観
」（
井
上
他
編
『
新
宗
教
事
典
』
弘
文
堂
、

一
九
九
〇
年
）、
窪
田
高
明
「『
霊
界
物
語
』
に
お
け
る
台
湾
」（『
神
田
外
語
大
学

日
本
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
二
〇
一
五
年
六
月
）、
渡
部
俊
彦
「
心
霊
研
究
と
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
発
展
史
概
観
」（『Journal�of�International�Society�

of�Life�Inform
ation�Science

』
二
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
津
城
寛

文
「
マ
イ
ヤ
ー
ズ
問
題�

―
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
心
霊
研
究
の
間
で
」

（『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集
』
三
八
号
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）、
田
中
初
夫
「
顕

界
と
幽
界
―
神
道
に
於
け
る
神
の
分
類
と
そ
の
世
界
」（『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀

要
』
五
号
、
一
九
六
五
年
）、
菅
野
倫
太
郎
「『
霊
能
真
柱
』
の
世
界
観
と
宗
教
的

安
心
」（『
皇
学
館
論
叢
』
二
六
一
号
、
二
〇
一
一
年
八
月
）、
遠
藤
潤
「
平
田
篤

胤
の
他
界
論
再
考
―
『
霊
能
真
柱
』
を
中
心
に
」（『
宗
教
研
究
』
六
九
巻
二
輯
、

一
九
九
五
年
九
月
）、
等
。

（
（
）
五
井
昌
久
『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』
宗
教
法
人
五
井
先
生
讃
仰
会
、
一
九
五
五
年
。
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（
4
）�
五
井
昌
久
『
神
と
人
間
―
安
心
立
命
へ
の
道
標
』
五
井
先
生
讃
仰
会
、
一
九
五
三

年
。

（
5
）�
五
井
昌
久
『
宗
教
問
答
』
白
光
真
宏
会
出
版
局
、
一
九
七
八
年
（
初
版
は

一
九
五
九
年
）。

（
6
）�

五
井
昌
久
『
続
宗
教
問
答
』
白
光
真
宏
会
出
版
本
部
、
一
九
九
七
年
（
初
版
は

一
九
七
〇
年
）。

（
7
）�『
五
井
昌
久
講
話
集
』
は
全
五
巻
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
本
稿
で
は
１
・
２
・
３
の
三

巻
を
参
照
。
五
井
昌
久
『
生
命
光
り
輝
け　

五
井
昌
久
講
話
集
１
』
白
光
真
宏
会

出
版
局
、
一
九
九
二
年
（
九
版
）。
五
井
昌
久
『
素
直
な
心　

五
井
昌
久
講
話
集
２
』

白
光
真
宏
会
出
版
局
、
一
九
八
四
年
（
五
版
）。
五
井
昌
久
『
光
明
の
生
活
者　

五
井
昌
久
講
話
集
３
』
白
光
真
宏
会
出
版
局
、
一
九
八
五
年
（
三
版
）。

（
8
）�

五
井
提
唱
の
『
世
界
平
和
の
祈
り
』
は
次
の
通
り
。「
世
界
人
類
が
平
和
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
／
日
本
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
／
私
達
の
天
命
が
完
う
さ
れ
ま

す
よ
う
に
／
守
護
霊
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
／
守
護
神
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」［『
白
光
』
二
〇
一
七
年
二
月
号
、
表
二
頁
］。

（
9
）�

五
井
昌
久
『
五
井
昌
久
全
集　

第
一
巻
〈
講
演
篇
〉』
白
光
真
宏
会
出
版
局
、

一
九
八
〇
年
。

（
（0
）�

岡
田
茂
吉
『
明
日
の
医
術
』（
第
一
篇
・
第
二
篇
・
第
三
篇
）
志
保
澤
武
、

一
九
四
三
年
。

（
（（
）�

世
界
救
世
教
本
部
編
『
教
修
要
綱
』
世
界
救
世
教
出
版
部
、
一
九
五
二
年
、
四
八

頁
に
は
「（
略
）
更
に
最さ
い

奥お
う

天
国
の
一
段
が
加
わ
り
合
計
百
八
十
一
の
段
階
の
層

に
な
っ
て
い
ま
す
故
、（
略
）」
と
あ
る
。

（
（（
）�

世
界
救
世
教
教
典
編
纂
委
員
会
編『
天
国
の
礎　

宗
教
下
』世
界
救
世
教
出
版
部
、

一
九
九
六
年
（
第
一
版
第
三
刷
）（
第
一
刷
は
一
九
九
三
年
）。

（
（（
）�

谷
口
雅
春
『
霊
供
養
入
門
―
運
命
は
改
善
で
き
る
―
』
世
界
聖
典
普
及
協
会
、

一
九
八
三
年
。

（
（4
）�

浅
野
和
三
郎
は
、
一
九
二
三
年
に
「
心
霊
科
学
研
究
会
」
を
発
会
し
た
。
同
会
の

機
関
誌
は
『
心
霊
研
究
』
→
『
心
霊
界
』
→
『
心
霊
と
人
生
』
と
名
称
を
変
遷
。

谷
口
は
浅
野
生
存
時
、
上
記
誌
上
に
幾
度
も
寄
稿
。
浅
野
没
後
の
後
継
団
体
に
、

一
九
四
六
年
設
立
の
「
日
本
心
霊
科
学
協
会
」
と
戦
後
一
九
四
九
年
に
再
始
動
し

た
「
心
霊
科
学
研
究
会
」
が
あ
る
。
日
本
心
霊
科
学
協
会
は
月
刊
『
心
霊
研
究
』

を
現
在
も
刊
行
中
。
心
霊
科
学
研
究
会
の
月
刊
『
心
霊
と
人
生
』
は
現
在
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
。

（
（5
）�

谷
口
雅
春
『
人
生
を
支
配
す
る
先
祖
供
養
』
日
本
教
文
社
、
一
九
七
四
年
六
月
（
四

版
）。

（
（6
）�

心
霊
科
学
研
究
会
の
浅
野
和
三
郎
や
脇
長
生
の
著
作
か
ら
学
ぶ
勉
強
会
が
東
京
都

内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
何
度
か
参
加
し
た
。
本
資
料
（
テ
ー
プ
起

こ
し
）
は
同
勉
強
会
に
て
龍み
づ
ち稚
会
の
中
野
雅
博
代
表
よ
り
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。

脇
の
講
話
の
音
声
を
筆
者
も
聞
い
て
確
認
し
た
。

（
（7
）�

日
本
心
霊
科
学
協
会
「
本
会
役
員
」
を
み
る
と
、
常
任
理
事
に
脇
長
男
〔
脇
長
生
〕

の
名
が
確
認
出
来
る
。戦
後
に
刊
行
の
機
関
誌『
心
霊
研
究
』第
一
号
の
編
集（
長
）

は
脇
長
男
と
な
っ
て
い
る
。
同
誌
の
表
四
頁
に
は
「
心
霊
科
学
研
究
会
出
版
書
籍

目
録
」
と
し
て
浅
野
の
著
訳
書
、『
神
霊
主
義
』『
死
後
の
世
界
』『
心
霊
学
よ
り

日
本
神
道
を
観
る
』
な
ど
が
広
告
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。［『
心
霊
研
究
』

一
九
四
七
年
二
月
号
、
表
三
頁
、
表
四
頁
参
照
］。

（
（8
）�『
心
霊
と
人
生
』
誌
は
、
浅
野
和
三
郎
が
創
刊
し
た
心
霊
雑
誌
。
浅
野
の
死
去
後

は
脇
ら
が
引
き
継
い
で
刊
行
し
た
。
一
九
四
四
年
一
月
号
を
最
後
に
休
刊
し
て
い

た
が
、
一
九
四
九
年
四
月
に
復
刊
。

（
（9
）�

小
冊
子
『
座
談
会
記
録　

霊
魂
の
働
き
の
正
し
い
解
明　
〈
解
説
〉
脇
長
生
』
心

霊
科
学
研
究
会
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
（0
）�

脇
長
生
口
述
『
霊
魂
の
働
き
に
よ
る
正
し
い
健
康
・
平
和
・
繁
栄
へ
の
道
』
日
本

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
協
会
、
一
九
九
八
年
（
二
刷
）。

（
（（
）�
浅
野
和
三
郎
『
神
霊
主
義
―
事
実
と
理
論
』
嵩
山
房
、
一
九
三
四
年
。
脇
は
、
本

書
の
改
題
版
『
心
霊
研
究
と
そ
の
帰
趨
』（
心
霊
科
学
研
究
会
、
一
九
五
〇
年
）



― 6（ ― 五井昌久における「霊界」思想の形成

を
会
員
に
読
む
よ
う
薦
め
た
。

（
（（
）
五
井
前
掲
『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
八
八
―
八
九
頁
参
照
。

（
（（
）�

千
鳥
会
は
一
九
四
八
年
七
月
四
日
に
結
成
し
、
翌
一
九
四
九
年
八
月
に
宗
教
法
人

と
な
っ
た
と
い
う
［『
千
鳥
』
一
九
四
九
年
一
二
月
号
、
二
頁
参
照
］。
尚
、
千
鳥

会
の
結
成
時
期
は
、萩
原
真
の
記
述
で
は「
一
九
四
八
年
節
分
」［
機
関
紙『
真
報
』

三
七
号
、
真
の
道
出
版
部
、
一
九
六
〇
年
二
月
一
日
、
一
頁
参
照
］
と
あ
る
。
萩

原
真
自
伝
の
「
略
年
譜
」
に
は
「
一
九
四
八
年
六
月
に
結
成
」［
真
の
道
出
版
部

編
『
真
を
求
め
て　

萩
原
真
自
伝
』
真
の
道
、
一
九
九
一
年
、
巻
末
頁
参
照
］
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
（4
）�

日
本
心
霊
科
学
協
会
と
千
鳥
会
は
相
互
に
情
報
を
共
有
・
提
供
し
合
っ
て
い
た
時

期
が
あ
り
、『
心
霊
研
究
』
誌
に
萩
原
真
編
『
霊
界
物
語
』
の
広
告
と
共
に
千
鳥

会
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
［『
心
霊
研
究
』
一
九
四
九
年
二
月
号
、
表
三
頁
参
照
］。

（
（5
）�

五
井
前
掲
『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
八
九
―
九
一
頁
参
照
。

（
（6
）
同
書
、
九
三
頁
、
等
参
照
。

（
（7
）�

塩
谷
は
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
、
医
学
博
士
。『
心
霊
研
究
』
誌
一
九
四
八
年
二

月
号
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
塩
谷
は
日
本
心
霊
科
学
協
会
の
「
普
通
賛
助
会
員
」

に
な
っ
た
［『
心
霊
研
究
』
一
九
四
八
年
二
月
号
、
一
六
頁
、
表
四
頁
参
照
］。

（
（8
）
千
鳥
会
の
会
報
『
千
鳥
』
は
、
一
九
四
八
年
六
月
に
第
一
号
を
刊
行
し
た
。

（
（9
）
萩
原
真
明
『
天
命
が
見
え
る
』
旺
史
社
、
一
九
九
四
年
。

（
（0
）
萩
原
真
明
監
修
『
梶
さ
ん
の
霊
界
通
信
』
旺
史
社
、
一
九
九
六
年
。

（
（（
）�「
梶
神
霊
」
と
は
、
萩
原
真
の
親
友
で
、
梶
光
之
の
こ
と
。
一
九
三
四
年
、
梶
は

旧
満
州
で
他
界
し
た
が
、
二
年
後
の
一
九
三
六
年
か
ら
萩
原
真
の
も
と
に
「
霊
界
」

か
ら
通
信
し
て
き
た
と
い
う
。
梶
は
、
修
行
を
積
み
、
神
格
を
得
た
と
さ
れ
て
い

る
［『
梶
さ
ん
の
霊
界
通
信
』、
四
四
―
四
五
頁
参
照
］。

（
（（
）�

五
井
は
自
叙
伝
の
中
で
「（
略
）
Ｃ
会
〔
千
鳥
会
〕
の
交
霊
会
に
は
何
処
へ
で
も

出
掛
け
て
い
っ
た
。」［『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
九
七
頁
］
と
記
し
て
い
る
。
千

鳥
会
主
催
の
「
交
霊
会
」
は
一
九
四
八
年
四
月
に
は
行
わ
れ
て
い
た
［『
千
鳥
』

一
九
四
八
年
六
月
号
、
二
頁
参
照
］。

（
（（
）
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
、
谷
口
は
『
心
霊
と
人
生
』
誌
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。

（
（4
）�

機
関
誌
『
心
霊
研
究
』
一
九
四
七
年
二
月
号
―
一
九
四
九
年
一
月
号
、
参
照
。
尚
、

同
誌
へ
の
脇
の
寄
稿
は
一
九
四
九
年
一
月
号
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
（5
）�

五
井
前
掲
『
天
と
地
を
つ
な
ぐ
者
』、
八
八
―
一
〇
三
頁
、
一
〇
九
―
一
一
七
頁
、

一
三
〇
―
一
四
〇
頁
、
等
参
照
。

（
（6
）�

対
馬
路
人
他
「
新
宗
教
に
お
け
る
生
命
主
義
的
救
済
観
」（『
思
想
』
六
六
五
号
、

一
九
七
九
年
一
一
月
）に
よ
れ
ば
、生
長
の
家
な
ど
一
一
教
団
を
研
究
し
た
結
果
、

新
宗
教
の
教
え
の
中
核
に
は
根
源
的
生
命
と
い
う
概
念
が
あ
る
と
い
う
。し
か
し
、

こ
れ
は
茫
漠
と
し
た
概
念
で
あ
り
、
五
井
の
言
う
よ
う
な
人
間
的
情
愛
の
要
素
は

強
調
さ
れ
て
い
な
い
。


